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重田定義

ルカ
17:3 気をつけていなさい。もし兄弟が罪を犯したなら、
彼を戒めなさい。そして悔い改めれば、赦しなさい。
17:4 かりに、あなたに対して一日に七度罪を犯して
も、『悔い改めます。』と言って七度あなたのところに
来るなら、赦してやりなさい。」
17:5 使徒たちは主に言った。「私たちの信仰を増し
てください。」

おはようございます。司会の兄に読んでいただいたこの
みことば、皆さん方よく何回もお読みになっている箇所だ
と思いますが、改めてこの箇所から、信仰を増すという
事の必要性につきまして、ご一緒に考えたいと思います。
この御言葉によく似た御言葉があります。

マタイ
18:21 そのとき、ペテロがみもとに来て言った。「主よ。
兄弟が私に対して罪を犯したばあい、何度まで赦す
べきでしょうか。七度まででしょうか。」
18:22 イエスは言われた。「七度まで、などとはわた
しは言いません。七度を七十倍するまでと言います。

このようにイエス様は、弟子たちに罪を犯す兄弟を戒め

て、悔い改めに導くためには、7度とは言わないでその
70倍も赦しなさい、つまり徹底的に赦しきりなさいと仰っ
ています。弟子たちは、このイエス様のみことばに、さぞ
驚いたことでありましょう。そして自分たちは、そんな事
はとうてい出来ないと思ったのではないでしょうか。そし
て彼らは、そのように徹底的に赦しきることが出来るた
めには、信仰を増し強められるしかないという事を悟った
のではないかと思うのですね。

彼らはイエス様にお願いしました。「私たちの信仰を増し
てください。」この彼らの願いというのは、主の御心にか
なったものでありました。イエス様は、弟子たちさらには
私たち信者に対して、しばしば不可能と思われるような

事を命じられます。たとえば、ルカの福音書 6章 27から
31節には、次のようにイエス様が私たちに命じておられ
るのですね。

ルカの福音書
6:27 しかし、いま聞いているあなたがたに、わたしは
こう言います。あなたの敵を愛しなさい。あなたを憎
む者に善を行ないなさい。
6:28 あなたをのろう者を祝福しなさい。あなたを侮辱
する者のために祈りなさい。
6:29 あなたの片方の頬を打つ者には、ほかの頬をも
向けなさい。上着を奪い取る者には、下着も拒んで
はいけません。
6:30 すべて求める者には与えなさい。奪い取る者か
らは取り戻してはいけません。
6:31 自分にしてもらいたいと望むとおり、人にもその
ようにしなさい。

このように命じておられます。しかしながら、これらはす
べて生半可な信仰ではとうてい出来ない事であります。
改めて信仰とはどういうものでありましょうか。聖書で言
うところの信仰とは、私たちを愛してくださる真実なるお
方である、生ける神様に全人格的に信頼すること、具体
的にはみことばに全き信頼をもって従順に従うことであり
ます。

旧約時代において、信仰の人と呼ばれたアブラハムは、
まさにその良き例であります。

ヘブル
11:17 信仰によって、アブラハムは、試みられたとき
イサクをささげました。彼は約束を与えられていまし
たが、自分のただひとりの子をささげたのです。
11:18 神はアブラハムに対して、「イサクから出る者
があなたの子孫と呼ばれる。」と言われたのですが、
11:19 彼は、神には人を死者の中からよみがえらせ
ることもできる、と考えました。それで彼は、死者の中
からイサクを取り戻したのです。

ご存知のように、アブラハムと妻のサラとの間には子が
ありませんでした。彼と女奴隷との間にイシュマエルとい

う男の子がいましたけれども、神様は当時 100歳のアブ
ラハムと 99歳のサラとの間に男の子を与えると、そして
その子イサクをあなたの継承者として、その子孫を増や
そうという約束をお与えになりました。

ですから、そのイサクを生贄として捧げよと言われるなら
ば、いったい神様の約束とは何なのだろうかと思ってし
まうのは、むしろ当然ではないでしょうか。けれども、アブ
ラハムは神様の約束を疑うことなく、神様の仰せに素直
に従って、躊躇することなくイサクをほふろうといたしまし
た。

創世記
22:10 アブラハムは手を伸ばし、刀を取って自分の
子をほふろうとした。
22:11 そのとき、主の使いが天から彼を呼び、「アブ
ラハム。アブラハム。」と仰せられた。彼は答えた。
「はい。ここにおります。」
22:12 御使いは仰せられた。「あなたの手を、その子
に下してはならない。その子に何もしてはならない。
今、わたしは、あなたが神を恐れることがよくわかっ
た。あなたは、自分の子、自分のひとり子さえ惜しま
ないでわたしにささげた。」

神様は、アブラハムの信仰の堅さを強さを試みられたの
であります。アブラハムは、この厳しい試練を神様に対
する全き信頼、全き従順という信仰の力によって乗り越
えました。アブラハムが信仰の父と仰がれる由縁であり

ます。パウロは、ローマ書の 4章 16節に次のようにこれ
について記しております。

ローマ
4:16 そのようなわけで、世界の相続人となることは、
信仰によるのです。それは、恵みによるためであり、
こうして約束がすべての子孫に、すなわち、律法を持
っている人々にだけでなく、アブラハムの信仰になら
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う人々にも保証されるためなのです。「わたしは、あな
たをあらゆる国の人々の父とした。」と書いてあるとお
りに、アブラハムは私たちすべての者の父なのです。

このように言っておりますが、全くそのとおりであります。
しかし、何といっても私たち信者の信仰のお手本は、父
なる神様に対する御子イエス様の全き信頼と全き従順
の姿勢ではないでしょうか。

コロサイ
1:15 御子は、見えない神のかたちであり、造られた
すべてのものより先に生まれた方です。
1:16 なぜなら、万物は御子にあって造られたからで
す。天にあるもの、地にあるもの、見えるもの、また見
えないもの、王座も主権も支配も権威も、すべて御子
によって造られたのです。万物は、御子によって造ら
れ、御子のために造られたのです。
1:17 御子は、万物よりも先に存在し、万物は御子に
あって成り立っています。

このようにイエス様は、父なる神様と共に天地万物をお
創りになり、それらすべてを支配しておられる偉大なお
方であります。そのような権威を持った方であるのに、私
たち人間を父なる神様に対する背きの罪から救い出す
ために、父なる神様からこの世に遣わされました。そして
そのイエス様は、ご自分を無にしてすべて父なる神様の
御心に従われて、まさに十字架の死にまで従われたの
であります。

ピリピ
2:6 キリストは、神の御姿であられる方なのに、神の
あり方を捨てることができないとは考えないで、
2:7 ご自分を無にして、仕える者の姿をとり、人間と
同じようになられたのです。
2:8 キリストは人としての性質をもって現われ、自分
を卑しくし、死にまで従い、実に十字架の死にまでも
従われたのです。

とあるとおりであります。これについてイエス様ご自身も
次のように弟子たちに仰っておられます。

ヨハネ
5:19 そこで、イエスは彼らに答えて言われた。「まこ
とに、まことに、あなたがたに告げます。子は、父がし
ておられることを見て行なう以外には、自分からは何
事も行なうことができません。父がなさることは何でも
子も同様に行なうのです。

5:30 わたしは、自分からは何事も行なうことができま
せん。ただ聞くとおりにさばくのです。そして、わたし
のさばきは正しいのです。わたし自身の望むことを求
めず、わたしを遣わした方のみこころを求めるからで
す。

6:38 わたしが天から下って来たのは、自分のこころ
を行なうためではなく、わたしを遣わした方のみこころ
を行なうためです。

これらのみことばは、御子イエス様の完全な自己否定と
父なる神様への全き従順を表すものでなくて何でありま
しょうか。そしてイエス様は、ご自分のいのちに代えて罪
から贖い出して下さった私たち信者に対しても、ご自分
の従順に習うように求めておられるのであります。それ
は私たちを愛し、私たちの信仰を増し強め、ご自分の性
質にあずかる者となるように、ご自分に似た者となるよう
に成長させてくださるという、イエス様の深い御心だから
であります。

ローマ
8:28 神を愛する人々、すなわち、神のご計画に従っ
て召された人々のためには、神がすべてのことを働
かせて益としてくださることを、私たちは知っています。
8:29 なぜなら、神は、あらかじめ知っておられる人々
を、御子のかたちと同じ姿にあらかじめ定められたか
らです。それは、御子が多くの兄弟たちの中で長子と
なられるためです。

このようにパウロは言っております。しかしながら、主に
似た者にされるためには、私たちの霊はイエス様を信じ
た瞬間に、まさに清められそして新しく生まれ変わりまし
た。けれども、私たちの肉のからだの方はどうでしょうか。
残念ながら、私たちはこの肉のからだを着て、この世に
生きて今しばらく生きていなければならないのですけれ
ど、その私たち信者には依然として根強く自我が残って
いることを認めざるを得ません。

この自我が砕かれなければ、主に対する全き従順、信
頼をすることが難しいのですね。イエス様のような父なる
神様に対する全き従順の信仰に習うためには、私たち
の自我が砕かれて、自分を主に明け渡すという事がどう
しても必要となってまいります。主はそのために、私たち
信者に試練をお与えになるのであります。

第 1ペテロ
1:5 あなたがたは、信仰により、神の御力によって守
られており、終わりのときに現わされるように用意さ
れている救いをいただくのです。
1:6 そういうわけで、あなたがたは大いに喜んでいま
す。いまは、しばらくの間、さまざまの試練の中で、悲
しまなければならないのですが、
1:7 信仰の試練は、火を通して精練されてもなお朽ち
て行く金よりも尊いのであって、イエス・キリストの現
われのときに称賛と光栄と栄誉に至るものであること
がわかります。

試練によって、私たちの自我が砕かれ、自分をイエス様
に明け渡したパウロは、次のように証しすることができま
した。彼の有名な証しであります。

第 2コリント
12:7 また、その啓示があまりにもすばらしいからです。
そのために私は、高ぶることのないようにと、肉体に
一つのとげを与えられました。それは私が高ぶること
のないように、私を打つための、サタンの使いです。
12:8 このことについては、これを私から去らせてくだ
さるようにと、三度も主に願いました。
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12:9 しかし、主は、「わたしの恵みは、あなたに十分
である。というのは、わたしの力は、弱さのうちに完全
に現われるからである。」と言われたのです。ですか
ら、私は、キリストの力が私をおおうために、むしろ大
いに喜んで私の弱さを誇りましょう。

彼はこのように証しをしております。私たち信者の肉が
砕かれ、自分を主に明け渡した時に初めて、私たち信者
の中に住んでおられる御霊がお働きになることができ、

そしてパウロがガラテヤの 5章 16から 17節、あるいは
22から 25節で言っております。

ガラテヤ
5:16 私は言います。御霊によって歩みなさい。そうす
れば、決して肉の欲望を満足させるようなことはあり
ません。
5:17 なぜなら、肉の願うことは御霊に逆らい、御霊
は肉に逆らうからです。この二つは互いに対立してい
て、そのためあなたがたは、自分のしたいと思うこと
をすることができないのです。

5:22 しかし、御霊の実は、愛、喜び、平安、寛容、親
切、善意、誠実、
5:23 柔和、自制です。このようなものを禁ずる律法
はありません。
5:24 キリスト・イエスにつく者は、自分の肉を、さまざ
まの情欲や欲望とともに、十字架につけてしまったの
です。
5:25 もし私たちが御霊によって生きるのなら、御霊に
導かれて、進もうではありませんか。

このように言っておりますように、私たちが自我が砕かれ
た時に初めて、私たちの中に住んでくださっている御霊
が、私たちの中で働いてくださり、御霊に導かれて御心
にかなう信仰の生き方ができるようになるのであります。

さらに、これについて有名なガラテヤ書 2章 20節で、主
に自分を明け渡してからは、もはや自分が生きているの
ではない。自分の中に住んでくださるイエス様の御霊の
ご支配の下に、御霊に導かれて生きているというふうに
証しをしております。

ガラテヤ
2:20 私はキリストとともに十字架につけられました。
もはや私が生きているのではなく、キリストが私のう
ちに生きておられるのです。いま私が、この世に生き
ているのは、私を愛し私のためにご自身をお捨てに
なった神の御子を信じる信仰によっているのです。

自我が砕かれ、私たちの内に住んでくださる御霊の働き
にお委ねする時に、私たち信者は始めてイエス様が命じ
ておられる、人を赦しきることがそして人を自分自身のよ
うに愛することができるようになるのであります。これが
イエス様に似るような神の子にふさわしく成長した信者
の信仰者の姿と言えるのではないかと思います。

主は、十字架の贖いの御業が、自分のためであったと信
じる信仰によって救われた私たちを、さらにご自分に似
る者に成長させることを通して、ご自身に栄光が現され
るということを、切に望んでおられます。しかしながら、私

自身振り返りますと、自分の信仰がそのような主のご期
待にはとうてい添い得ない者であることを痛感せざるを
得ません。一番最初のみことばルカの福音書の中で、使
徒たちがイエス様に「私たちの信仰を増してください」と
お願いした時、イエス様がこう仰いました。

ルカ伝
17:6 しかし主は言われた。「もしあなたがたに、から
し種ほどの信仰があったなら、この桑の木に、『根こ
そぎ海の中に植われ。』と言えば、言いつけどおりに
なるのです。

イエス様は、桑の木は根が強く張られていて、抜くことが
難しいことを知っておられて、こう仰ったのです。主のご
再臨の近いことを覚える時にあって、私自身、改めて自
分にからし種ほどの信仰さえないような信仰の弱い者で
あることを痛感いたします。そして使徒たちのように「信
仰を増し強めてください」と主に真剣に祈り求めざるを得
ません。

このように、自分の信仰を顧みて主の御前に心から祈る
なら、主はこの私たちの祈りを御心にかなう祈りと認めて
くださり、私たちの中に内に住んでくださる主の御霊のお
働きによって、信仰を増し強めてくださり、愛することがで
きない人をも、しだい次第に愛することができるように、
また赦すことができない人をも赦すことができるようにし
てくださると、私たちは堅く信じたいと思います。最後に

エペソ書 3章 16から 21節のみことばをお読みいたしま
す。

エペソ
3:16 どうか父が、その栄光の豊かさに従い、御霊に
より、力をもって、あなたがたの内なる人を強くしてく
ださいますように。
3:17 こうしてキリストが、あなたがたの信仰によって、
あなたがたの心のうちに住んでいてくださいますよう
に。また、愛に根ざし、愛に基礎を置いているあなた
がたが、
3:18 すべての聖徒とともに、その広さ、長さ、高さ、
深さがどれほどであるかを理解する力を持つように
なり、
3:19 人知をはるかに越えたキリストの愛を知ること
ができますように。こうして、神ご自身の満ち満ちたさ
まにまで、あなたがたが満たされますように。
3:20 どうか、私たちのうちに働く力によって、私たち
の願うところ、思うところのすべてを越えて豊かに施
すことのできる方に、
3:21 教会により、またキリスト・イエスにより、栄光が、
世々にわたって、とこしえまでありますように。アーメ
ン。

この祈り、「あなたがた」という所を「私たち」あるいは
「私」と読み代えて、私たちの祈りとして祈り続けたいと切
に願うしだいであります。

おわり
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